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研究成果概要 
宇宙線空気シャワー観測データの解析において空気シャワーシミュレーションは欠くこ

とのできないツールである。世界的に CORSIKA コードへの一極集中が進む中、本研究

では COSMOS コードの改良をもとに新たなコード開発をすすめている。令和 3 年から

公開している COSMOS eXtended (COSMOS X)は大気以外の物質も計算できる応用性

の高いコードである。月例の会議を継続し、COSMOS X の公開と維持、普及を進めて

いる。今年度は以下の活動を行なった。 
• 太陽磁場・太陽大気中での銀河宇宙線反応の計算。 

COSMOS X の特徴である地球以外の球対称環境計算として太陽での計算を実現し

た。標準的な太陽大気モデルに中部大・袴田博士提供の太陽磁場モデルを導入し、

同環境内での宇宙線飛跡と二次粒子生成の追跡が可能になった。近年観測が報告さ

れている GeV・TeV領域の太陽ガンマ線放射に加え、暗黒物質探索の BG となるニ

ュートリノ放射、定常的な高エネルギー中性子放射量の計算が可能になった。 
• 3 月 25-26 日に宇宙線研で COSMOS X講習会を実施。約 15 人の参加者とともに

セミナー室でインストール方法から順に指導。環境依存等の予期せぬトラブルが多

く、開発側としても勉強になる講習会となった。すべての参加者に二日目に簡単な

成果発表を課したところ、皆、個性的な計算や結果を報告し MC 計算の理解を深め

ることができた。 
• 3 月 26-27 日に「第 5 回空気シャワー観測による宇宙線の起源探索研究会」を開

催した。学生セッション・一般セッションによる研究会のシリーズを実施。若手に

よる分野レビューと展望では、グループを超えた自由な意見交換ができた。 
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